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★１ へき地医療従事医師を対象とした講演会を開催 

四国ブロック副支部長（高知）澤田 努 

平成 27 年 1 月 24 日（土）15：30～17：30 に、隠岐広域連合立隠岐島前病院 院長の白石 吉彦 先生を高知

にお招きして、へき地医療に従事している医師を対象とした「地域医療はおもしろいで！～地域医療の仕組み

作りから外来整形エコーまで～」の演題でご講演

をいただきました。 

白石先生は、自治医科大学を卒業されて、16年

間に渡って離島医療の第一線に従事され、まさに

我々の理想とする「総合医」を地道に実践されて

きたご高名な先生です。そんな白石先生の離島医

療を実際に学ぼうと、多くの若手医師や研修医・

学生たちが全国から隠岐に集まってきており、魅

力にあふれた本物のへき地医療専門医だと感じま

した。 

白石先生は、「離島発 、使える! 外来診療 小ワ

ザ 離れワザ」という書籍も出されていて、今回はその中に

執筆されている様々な主技や臨床に活かせる数々をコツや

ノウハウ教えていただきました。 

特に、整形外科領域で活用できるエコーを活用した診

断・治療法については、実際にエコー機器を会場に持ち込

んでのデモンストレーションも行っていただきました。受

講生が被験者になって、実際に手根管や肩関節、足関節な

どの観察をしたり、市販のお肉の中に埋め込んだイクラの

粒にエコーガイド下で注射器を穿刺して吸引するなど、と

てもユニークな内容のセッションもあり、あっという間の

2時間でした。 

先述の通りで、講演の内容は盛り沢山ではありましたが、

参加した多くの先生方は日頃使っているエコーに対する意

識が変わったようで、へき地医療に従事する我々だからこ

そ実践できる様々な手技や診断・治療法を目の当たりにし

てとても満足されていました。白石先生の今後益々のご活

躍をお祈り申し上げます。 
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 なお、白石吉彦先生は、日本医師会による赤ひげ大賞を受賞さ

れています。「介護と医療」を一つに、を重要なテーマとして幅広

い活動をされています。 

その中には、患者とじっくり対話する、スタッフが集まり情報

を共有する朝のミーティング、外部で研修を受けた職員による勉

強会を開き学んだ内容を共有する、などが含まれます(#1)。 

さらに、先生が監修された医療漫画「島はおもろいで！」など

もインターネット上で閲覧することもできます(#2)。 

#1:   http://www.akahige-taishou.jp/case/book/pdf/book2_id5.pdf （日本医師会・赤ひげ大賞） 

#2:  https://www.e-doctor.ne.jp/c/special/shimane/manga/02/index.php 

 

★２ 愛媛県研究会における最近の活動 

四国ブロック副支部長（愛媛）川本龍一 

＜四国ブロックポートフォリオ発表会のお知らせ＞ 

対象は主に後期研修医、指導医です。愛媛からは家庭養成愛プログラムで後記研修を受けている西予市立野村

病院内科の長谷川陽一先生と久万高原町立病院内科の千崎健佑先生が発表の予定です。 

日時：3月 14日（土） 

場所：愛媛大学医学部第２ゼミナール室（予定） 

プログラムの概要： 

13時～13時半 サイトビジット（後期研修医インタビュー） 

14時～15時   レクチャー（「ポートフォリオとは」「ポートフォリオ作成の指導の要点」） 

15時～17時  ポートフォリオ発表会 

18時頃～    懇親会                       ふるってご参加をお願いします。 

 

久万高原町立病院            愛媛大学医学部 

 

西予市立野村病院 

http://www.akahige-taishou.jp/case/book/pdf/book2_id5.pdf
https://www.e-doctor.ne.jp/c/special/shimane/manga/02/index.php
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★３ 香川県研究会における最近の活動 

四国ブロック副支部長（香川）大原昌樹 

 

＜平成 27年度香川プライマリ・ケア研究会・第 15回日本プライマリ・ケア連合学会四国ブロック支部・ 

第 22回四国地域医療研究会学術集会・合同集会予告＞ 

 平成 27年 1月 16日、香川県医師会館において、香川プライマリ・ケア研究会役員（12職能団体と県）と日

本プライマリ・ケア連合学会四国ブロック支部から中津守人先生、横井徹先生と私が出席し、秋に開催予定の

学術集会の打合会を行いました。まだ、決まっていない点もありますが、概要をご報告します。 

 

 開催日：平成 27年 11月 21日（土）午後～22日（日）12：30頃 

 大会長：香川プライマリ・ケア研究会 香川県医師会会長 久米川啓先生 

日本プライマリ・ケア連合学会四国ブロック支部大会 

               三豊総合病院地域医療部 中津守人先生 

事務局：香川県医師会事務局（担当：長尾、TEL087-823-0155） 

会場：１日目 リーガゼスト高松（高松市古新町 9-1） 

2日目 香川県医師会館 3階大会議室（香川県高松市浜ノ町 73-4） 

テーマ：「プライマリ・ケアにおける人材育成、生涯研修」 

プログラム： 

1日目：特別講演 鈴木富雄先生（大阪医大） 

    PC連合学会理事長講演 丸山泉先生 

    一般演題 多職種による演題発表予定 

    懇親会 

2日目：臨床推論セミナー  

入江聰五郎先生（入江病院）  

      一般演題（主に医師、研修医、学生） 

      PC学会四国ブロック支部総会 

案内状、ならびに一般演題募集要項を 6月頃、

送付させていただきます。ご参加ならびに演題発

表をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

★４ 四国ブロック支部役員紹介（順次記載、本号では徳島） 

四国ブロック支部長（徳島）板東 浩 

鎌村好孝（徳島県保健福祉部健康増進課、徳島県危機管理部、徳島県立中央病院地域医療科）： 

数年前から行政に主体を置きつつ、週に 1回程度、山間部での診療に携わっています。へき地や救急医療、地

域医療の確保等の政策医療分野から、生活習慣病対策や、母子・心の健康等を担当する健康増進課に３年前か

ら移り、今年度は、危機管理部の災害医療分野も加わりました。平時・災害時ともに、プライマリ・ケア医へ

の期待大です。 

 白川光雄（海陽町宍喰診療所）： 

先生方には第 14回四国ブロック支部/四国地域医学研究会 学術集会・合同集会でお世話になりました。徳島県

1 日目会場 

2 日目会場 
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最南端の海陽町宍喰地区にある過疎地の診療所で勤務しております。教育活動では、徳島大学総合診療医学分

野 非常勤講師として主に医学部 5年生の『地域医療実習』を担当し、同分野が作成した南阿波総合医・家庭医

養成プログラムにも今後は指導医として参加して地域医療に貢献できる PC医の育成に努めます。 

 板東 浩（きたじま田岡病院）： 

いつも本学会の活動に感謝申し上げます。徳島大学卒の小松真先生にご指導を賜り、従来、国際交流や広報な

どを担当させて頂きました。２年後に四国支部が主催する学術総会については何卒よろしくお願いします。主

に PC医学、生活習慣病（メタボ）、糖質制限、アンチエイジング、音楽療法などに携わっております。 

谷 憲治（徳島大学大学院総合診療医学分野）： 

平成 19年 10月から徳島大学および県立海部病院の地域医療研究センターに所属しています。卒前の地域医療

実習から初期研修、後期研修に向けた研修プログラムを作成することで地域医療に貢献する医師の人材育成お

よび徳島の地域医療の向上に向けた研究活動に取り組んでおります。 

藤原真治（美馬市国保木屋平診療所） 

山間へき地の無床診療所にて活動してきています。地域住民と有志薬剤師が、地域医療への貢献を目的として

それぞれ立ち上げた 2つの NPO法人と連携しながら、日常診療を行ったり医学生や研修医を受け入れたりして

きております。 

 村山善紀（村山内科） 

当院のある徳島県三好市は(高齢化率 38％と、少子高齢化の進んだ地域)です。訪問診療・訪問看護もして在宅

ケアを支える多機能型の有床診療所です。グループホーム、デイサービス、居宅介護支援事業所を併設してい

ます。2003年に田坂先生にお会いして先生のような家庭医が、地域に育つことが必要だと痛感しました。 

山口治隆（徳島大学総合診療医学分野） 

平成 10 年徳島大学卒業後、一貫して総合診療医として技量の向上に努めてきましたが、平成 24 年からはリサ

ーチをメインとする大学勤務です。地域医療と病気を治す医学の２本柱で、基礎研究から臨床研究、疫学・社

会医学研究まで幅広く手がけています。 

 

 最近の話題について紹介し

ます。徳島県勝浦郡の上勝町

診療所長・木下英孝先生によ

るプライマリ・ケアに関する

講演会が開催されました。 

 先生は自治医大出身で、長

年にわたり地域医療に携わり

ながら、医学教育や研究会な

どを含め、多岐にわたる活動

を継続してきておられます

（徳島新聞 2015.2.12転載）。

今回は、尊厳死を考えるとい

うテーマで、延命治療や看取

りなどを含み、いろいろな側

面から、患者の心に寄り添っ

たお話をされました。 


